
本社オフィス ： 〒102-8578　東京都千代田区紀尾井町4-1　ニューオータニ ガーデンコート２８Ｆ　TEL：03-5275-4311

【株式のお手続きに関するお知らせ】
（1）株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、

原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承る

こととなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せ

ください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取扱いで

きませんのでご注意ください。

（２）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、

三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記特別

口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせくだ

さい。

なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店においてもお取次ぎいたします。

（３）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い

いたします。

株主メモ

株主優待制度のご案内

1 優　待　内　容
株主の皆様からのご支援に対し、感謝の気持ちを込めまして、
年1回、「おこめギフト券」を株主優待として贈呈いたします。

優待の基準 株式保有数　100株以上＝3枚

2 対　象　株　主 毎年9月30日現在の株主名簿に記載された1単元（100株）
以上保有の株主の方を対象といたします。

3 贈　呈　期　間 毎年11月下旬に発送を予定しております。

事業年度 毎年4月1日～翌年３月３１日

期末配当金受領株主確定日 ３月３１日

定時株主総会 毎年６月

株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同連絡先
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
TEL 0120―232―711（通話料無料）

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）

公告の方法 電子公告により行う

公告掲載ＵＲＬ

http://www.sra-hd.co.jp/e-koukoku/
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他のやむを得ない事由が生じたときは、日本
経済新聞に公告いたします。）

社長からのメッセージを株主の皆様にお届けします。
ご希望の方は当社の投資家情報ウェブサイト内の「IRメール配信サービス」よりご登録をお願いします。

ご登録いただきました情報は、当社からのIRメール配信サービスの目的にのみ利用させていただき、当社の厳重な管理の下で保管させていただきます。
個人情報に関するお問い合わせは下記までご連絡いただきますようお願いいたします。

ＩＲメール配信サービスを実施しています！

メール配信サービスをご希望の方は上記アドレスよりご登録ください

お問い合わせ 株式会社SRAホールディングス　管理本部　IR担当　℡ 03-5275-4311

証券コード 3817

2012年3月期  株主通信
2011年4月1日～2012年3月31日
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（注）2013年3月期予想は、2012年5月に発表したものです。業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しております。したがって、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における状況変化等により、
実際の売上高および利益は当該予想と異なる結果となる可能性があります。
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皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
情報サービス業界においては、東日本大震災の影響等により、顧客企業の多くがＩＴ投資に慎重な
姿勢を崩さず、投資抑制傾向が続いておりましたが、一部で回復の兆しも見え始めました。
このような事業環境のもと、SRAグループは、『既存事業の構造改革の推進による収益力の向上・強化』
と中長期成長戦略である『自社IP製品ビジネスの推進と海外新規事業への取り組みによる成長性の
確保』にグループ一丸となって取り組み、着実に成果をあげています。
2012年3月期の業績は、利益にフォーカスして既存事業の収益力向上に努めた結果、前年同期比で、
営業利益、経常利益が2桁の増益となりました。開発事業の粗利益率も4四半期
連続で期を追うごとに向上しました。また、中核会社の（株）SRAでは、前年
割れが続いていた受注が、開発事業を中心に第3四半期以降プラスに転じました。
2013年3月期の配当につきましては、1株につき40円の維持を計画しています。
皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　　2012年 6月
株式会社SRAホールディングス

代表取締役社長

株主の皆様へ

 ■■ 連結財務ハイライト

09/3 10/3 12/3

10/3 11/3

10/3 11/3 12/3 10/3 11/3 12/3 10/3 11/3 12/3

10/3 11/3 10/3 11/3 12/3

0

10

20

30

40

50
40

2009/3 2010/3 2011/3 2012/3
0

500

1,000

当初予定配当 株価の推移年間配当 

40

11/3

4040 4040

年間配当（計画）

●●通期 ●通期（予想） ●●通期 ●通期（予想）

●●通期

●●通期 ●通期（予想）

0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

0

4.0

8.0

12.0

20.0

16.0

0

0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

●●通期 ●通期（予想）●●通期

0

0.4

0.8

1.2

1.6

2.0

40.0

80.0

120.0

160.0

200.0

PER=各期末当社東証終値÷1株当たり当期純利益 EPS=当期純利益÷発行済株式数（期中期末平均）PBR=各期末当社東証終値÷1株当たり期末純資産

13/3

7.9 7.7

13/3

7.9
10.2

13/3

126.3

13/3

10.6 11.5

09/3 09/3 09/3

09/3

15.0

8.5 8.6
10.8 10.9 11.0

12/3

0.8

12/3

10.6

09/3 09/3

0.70.7 0.88.6

4.8

9.5

配当性向（％） 27.1 44.7 42.1 43.9

9.3

6.0
7.2

連結配当性向20％目処

91.1

147.5

94.989.4

（予想）

13/3

40 4040

31.7（予想）

（計画）

（予想） （予想）

（予想）

売上高経常利益率 （単位：%）

PER（株価収益率） （単位：倍）

1株当たり配当金 （単位：円） 株価チャート （単位：円）

PBR（株価純資産倍率） （単位：倍） EPS（1株当たり当期純利益） （単位：円）
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事業内容 ビジネスフィールド

SRAの強みである技術先進性と豊富な業務
知識を活かして、銀行、証券をはじめとする各
業界の企業向け情報システム開発や、家電製品
のシステム中枢部分の開発である「組込開発」
を行っています。

全国の有名大学を中心とした校内ネットワーク
システム、および強固かつ安定稼働が求められ
る大企業や中堅企業のネットワークシステム
の構築・運用を行っています。

IBMの先進的なサーバー製品をはじめとする
ハードウェア製品、先進技術力をベースとした
自社IP製品※ および、海外・国内の優れた
製品を販売しています。

※：知的財産権を有する収益性の極めて高い自社ブランドの製品

開発事業

  運用・
構築事業

販売事業

売上高構成比

どこのメーカー／ユーザーにも属さない中立な立場独 立 系

お客様にとって最適な選択肢を提供 ハードウェアでもソフトウェアでも特定の
メーカーやユーザーに偏ることなく提供

事業セグメント

00.0%
運用・構築事業

00.0%
開発事業

00.0%
販売事業 

開発事業運用・構築事業

販売事業

51.2%10.4%

38.4%

■ ホームエレクトロニクス
●ホームエネルギーマネジメントシステム
●ホームオートメーション
●ホームセキュリティ
●デジタル家電［TV／レコーダー、オーディオ

機器、パソコン、ゲーム機、複合機］
●モバイル［スマートフォン、タブレット］
●カーナビ

■ プロフェッショナルシステム
●ブロードキャストオートメーション　　
［放送局向け素材管理・素材編集・番組編集］

●デジタルシネマ
シアター向けプロジェクター、
シアター／スクリーンマネジメントシステム

●映像配信システム
●医療用検査機器、測定機器
●カラオケシステム　●POSシステム
●FA機器／OA機器　●電子マネー

■ 大学
●総合文教ソリューション
「UniVision」
・入試・教務・学籍管理・会計
・学生ポートフォリオ
・教職履修カルテ
・大学評価データベース

●「キャンパスネット」
教員、学生、職員をつなぐ　
ネットワーク構築・運用

■ 製造業
・ファクトリーオートメーション
［NC機械、自動倉庫、生産管理］

■ ハードウェア
・UNIXサーバー製品

■ 自社IP製品
・PowerGres
・MailDepot
・CodeDepot

■ 企業オフィス
・証券会社オンライントレード

システム
・銀行・生損保業務システム
・電力業務システム
［工事管理、設備管理、販売管理］
・ECサイト構築

レコメンド・インタレストマッチ※、
物流・販売管理

※： 閲覧履歴から閲覧者の関心を引きそうな商品
を推薦

［　　　　　　　　］

［　　　　　　　　　　  ］
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　製造、銀行・証券等の各業界
のリーディングカンパニーを
はじめとする大企業・中堅企業
をお客様とし、継続的・安定的
なビジネスを展開しています。
　また、新規のお客様に対し
ても、ビジネスを拡大してい
ます。

優良顧客基盤

グローバル･リーチ

業種別
売上高構成比
（開発）

製造業 32 ％

通信 6 ％

電力・ガス 7 ％

銀行・証券 16 ％

生損保 4 ％

流通 5 ％

大学等 5 ％

ハードメーカー
（SIer） 5 ％

情報サービス 10 ％

サービス他 10 ％

技術先進性 

所在地別
セグメント

売上高

海 外

前　期
2010年4月1日

～2011年3月31日

日 本 30,323百万円 30,598百万円

所在地別セグメント情報

海外は円高の影響により減少。 現地通貨ベースでは2.6％の増加。

㈱ SRA東北

㈱ SRA西日本

㈱ SRA西日本/
広島事業所

㈱ SRA/関西事業所

㈱ SRA/中部事業所

㈱ SRAホールディングス
㈱ SRA
　　　　　先端技術研究所
㈱ ソフトウエア・サイエンス
㈱ AIT
㈱ SRAプロフェッショナルサービス
㈱ クレディスト
SRA OSS, Inc./日本支社

愛司聯發軟件科技（上海）有限公司 （中国）

2,841百万円
（34,680千ドル）

2,818百万円
（35,583千ドル）

91.4％ 91.6％

8.6％ 8.4％

構成比 構成比
当　期

2011年4月1日
～2012年3月31日

ヨーロッパ
北米

南米

アジア

SRA（Europe）B.V. （オランダ）

SRA OSS, Inc. 
（アメリカ  サンノゼ）

SRA AMERICA, INC. 
（アメリカ  ニューヨーク）

SRA IP Solutions 
（Asia Pacific）Pte. Ltd. （シンガポール）

SRA India Private Limited （インド）

（　　　　） （　　　　）

3つの強み

　米国、欧州をはじめとする海外拠点の実績・ノウハウとグローバル･リーチを活かし、海外ビジネス
を推進している日系企業・現地企業のお客様はもとより、これから海外市場に進出されるお客様
に対しても国際競争力に直結するサービスを提供しています。
　今後もIT技術の進展と先々のニーズをいち早く捉え、サービス拡充を図っていきます。

1 3

2

　オープンソース・ソフトウェア（OSS）※1／PostgreSQL※2という先進技術において多くの導入実績を
有し、高い評価を得ているSRA OSS日本支社は、４月に「PostgreSQLエンタープライズ・コンソーシアム」
の設立を発表しました。コンソーシアムは、SRA OSS、日本電気、日本電信電話、日立製作所、日本ヒュー
レット・パッカード、富士通等の10社により設立し、社会基盤を支える存在として広く認知・利用される
ようになったPostgreSQLのエンタープライズ（企業等の基幹システム）への更なる普及を目指します。
事務局長に就任したSRA OSS日本支社長石井達夫は、PostgreSQLの開発コミッタでもあり、SRA OSS
もPostgreSQLの開発・改良に貢献しています。
　ここ数年、PostgreSQLに対する長期間サポートのニーズが高まっています。SRA OSSは、４月から

「10年サポートサービス」を開始しました。
　SRA OSSは、PostgreSQLをはじめ33種以上のOSSに対応した「OSSプロフェッショナルサポート
サービス」も提供しており、今後もその技術優位性を活かし、OSSビジネスを積極的に推進していきます。

先進技術のご紹介　http://www.sraoss.co.jp/
　　　　　　　　　http://www.sra-hd.co.jp/tech

※1　オープンソース・ソフトウェア（OSS）：ソフトウェアの設計図ともいえる「ソースコード」が公開され、誰でも自由に利用可能なソフトウェア。ただし、ソースコード
を解読し、活用できる技術者は限られる。SRAは先進技術力を活かし、システム開発・自社製品開発にOSSを活用している。

※2　PostgreSQL：OSSのデータベース管理ソフト。高価な商用ソフトウェアに比べ、機能・性能とも劣ることなく、ITコスト削減、ベンダーロックインの排除の
観点等から、各方面で重用され、企業の基幹システムへの採用も増えている。
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データセンター [ NOVA ]

NOVAとvNOVAの連携も可能

クラウド対応 [ vNOVA ]

成長分野・成長市場への展開

　SRAグループは、将来の成長性確保を目的に、

中長期成長戦略（「自社IP製品ビジネス※」 ×「海外

ビジネス」）を推進しており、IT市場における今後の

成長分野である「ワイヤレスデータコミュニケーショ

ン」、「クラウドコンピューティング」に積極的に取り

組んでいます。

　ワイヤレスデータコミュニケーションについては、

米 国Proxim Wireless Corporationとの 業 務・

資本提携のもと、米国はもとより、中国、BRICs、

ASEAN等の成長市場に向けたビジネスを展開して

います。これについては、第2四半期株主通信でお

伝えしましたので、今回は、クラウドコンピューティ

ングへの取り組みについてご説明します。

クラウドコンピューティングへの取り組み

　SRAグループは、米国nSolutions, Inc.（以下

「nSolutions」）と2010年に業務・資本提携を

しました。nSolutionsが提供する最先端のデータ

センターオートメーション製品・サービス「NOVA」

は、データセンターの安全で効率的な運用におい

て大きな力となります。

　近年、データセンターは、クラウドの基盤として

ますますその重要度が高まっています。データセン

ターには様々なメーカーのネットワーク機器やサー

バーが多数設置され、複雑なシステムが構築されて

います。「NOVA」は、これらの機器の設定状況を

自動的に監視して、機器の異常やヒューマンエラー

を容易に発見できる画期的な製品です。特に大量

の機器が導入されている大規模なデータセンター

の管理に有効です。2011年には、クラウドに対応

した新製品「vNOVA」も発売しました。

　nSolutionsの製品は、世界各国で導入されて

います。

主な導入実績

ニューヨーク市立大学

ブラジル国家警察

メキシコ国立電力会社

タタ・コンサルタンシー・サービス（インド）

成長性の確保    nSolutions, Inc. 

中長期戦略

今後の展開

　業務・資本提携後、nSolutionsの業績は着実に

向上しています。2012年1月には、Proxim社の

製品販売を目的に中国に販売チャネルを構築しまし

たが、nSolutionsの製品も同様に中国での販売を

計画しています。

　SRAグループは、今後も成長分野における先進技術

を活かし、成長市場をターゲットに、「自社IP製品ビジ

ネス」 ×「海外ビジネス」を強力に推進していきます。

※ 自社IP製品ビジネス：知的財産権を有する、収益性の極めて高い
 自社ブランドの製品ビジネス

成長分野
自社IP製品ビジネス

クラウド
nSolutions …

ワイヤレス
Proxim

成長市場
海外ビジネス

中国　BRICs　ASEAN

成 長 ×

Data Center
Houston,TX

Disaster Recovery
Data Center-Singapore

Data Center-San Jose,CA
Enterprise-wide NOVA Repository

MULTI-VENDOR
MULTI CLASS OF SERVICES
IN TRADITIONAL DISTRIBUTED
DATA CENTERS

HYBRID CLOUD - PRIVATE CLOUD
IN PUBLIC INFRASTRUCTURE

SUBSCRIBER HAS VISIBILITY INTO
RESOUCES IN THE CLOUD AND IN
TRADITIONAL DATA CENTERS

Data Center
London,UK

Virtual NOVA
in ESX

HYBRID
CLOUD

M-100

M-100

VMVMVMVMVMVMVM
Nova
VM

PUBLIC CLOUD PRIVATE CLOUD

M-100

E-100
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連結財務諸表 株式の状況・会社概要（2012年3月31日現在）

所有者別
（株式数割合）

所有株数別
（株主数割合）

発行可能株式総数……………………… 60,960,000株
発行済株式総数………………………… 15,240,000株
株主数…………………………………………… 7,529名

■ 株式の状況 

■ 株式分布状況 

■ 大株主
株　主　名 持株数（千株） 出資比率（％）

丸森京子 1,635 10.7

株式会社SRA 1,190 7.8

株式会社SRAホールディングス 911 5.9

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 883 5.7

SRAホールディングス社員持株会 658 4.3

第一生命保険株式会社 564 3.7

株式会社三菱東京UFJ銀行 560 3.6

商 号 株式会社ＳＲＡホールディングス
SRA Holdings, Inc.

本 店 所 在 地 東京都豊島区南池袋二丁目32番8号

設 立 年 月 日 1991年1月28日

資 本 金 10億円

主要な事業内容
システムの開発事業、運用・構築事業
および販売事業を営む事業会社の統括
管理

従 業 員 数 1,615名

代 表 取 締 役 社 長 鹿　島　　　亨

常 務 取 締 役 富　田　　　博

常 務 取 締 役 金　﨑　俊　明

常 務 取 締 役 山　崎　善　通

取 締 役 堀　井　哲　夫

常 勤 監 査 役 新　延　正　憲

監 査 役 櫻　井　通　晴

監 査 役 竹　谷　智　行

会 計 監 査 人 太陽ASG有限責任監査法人

■ 会社概要 

■ 役員（2012年6月26日現在） 

金融機関 27.5 ％

証券会社
（金融商品取引業者） 0.8 ％

その他法人 9.8 ％

外国法人等 5.6 ％

個人・その他 50.3 ％

自己名義株式 5.9 ％

100株未満 1.9 ％

100株以上
1,000株未満 83.7 ％

1,000株以上
1万株未満 12.7 ％

1万株以上
10万株未満 1.4 ％

10万株以上
100万株未満 0.3 ％ 

100万株以上 0.0 ％

お知らせ
株主通信を最後までお読みいただきまして、ありがとう

ございました。次回の第1四半期株主通信の発行は

２０１2年8月下旬を予定しております。

これからも企業価値向上のため、中期経営計画の達成を

目指し業務を遂行してまいりますので、変わらぬご支援を

賜りますようお願い申しあげます。

SRAホールディングス

■ 連結貸借対照表 （単位：百万円）

当期末
2012年3月31日現在

前 期 末
2011年3月31日現在

資産の部

流動資産 19,277 18,259

固定資産 8,200 8,192

有形固定資産 197 211

無形固定資産 1,104 629

投資その他の資産 6,897 7,351

資産合計 27,478 26,451

負債の部

流動負債 7,682 6,872

固定負債 4,116 4,057

負債合計 11,799 10,929

純資産の部

株主資本 15,732 15,552

資本金 1,000 1,000

資本剰余金 4,483 4,483

利益剰余金 11,642 10,963

自己株式 △ 1,393 △ 894

その他の包括利益累計額 △ 83 △ 69

新株予約権 29 39

純資産合計 15,678 15,522

負債・純資産合計 27,478 26,451

当期
2011年4月 1日から
2012年3月31日まで

前期
2010年4月 1日から
2011年3月31日まで

売上高 33,416 33,164

売上原価 27,369 27,292

売上総利益 6,047 5,872

販売費及び一般管理費 3,556 3,633

営業利益 2,490 2,238

営業外収益 228 204

営業外費用 63 69

経常利益 2,656 2,374

特別利益 172 6

特別損失 350 302

税金等調整前当期純利益 2,477 2,078

法人税等 1,244 764

当期純利益 1,233 1,313

■ 連結損益計算書 （単位：百万円）

■ 連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

当期
2011年4月 1日から
2012年3月31日まで

前期
2010年4月 1日から
2011年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,836 1,458

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,280 △ 1,548

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,345 △ 837

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 23 △ 88

現金及び現金同等物の増減額 187 △ 1,015

現金及び現金同等物の期首残高 9,309 10,324

現金及び現金同等物の期末残高 9,496 9,309
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売上高は横ばいながら、営業利益（11.2％増）、経常利益
（11.9％増）と2桁の増益。電力、製造業向け開発の売上
減少があったが、開発の粗利益率は大幅にアップ。

現預金757百万円、売掛金326百万円の増加で流動資産
増加。
自社IP製品投資で、無形固定資産475百万円増加。
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